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Ｕ・Ｉターン就職奨励金事業
2,500万円

サーモン種苗生産施設整備事業
7,828万2千円

第１回定例会
～３月14日
特別会計予算等が審議され全会一致で可決されました。

熊石サーモン種苗生産施設の拡張に
向けた各種調査・設計業務
・実施設計業務　　　7,233万6千円
・水利権変更申請業務　518万1千円

他

サーモン養殖付加価値向上推進事業
208万6千円

北海道二海サーモンの品質向上・販路拡大・
養殖技術向上や調査研究に対する補助金

都市公園等修繕事業
701万1千円

遊具定期点検：さらんべ公園他18公園
相生公園トイレ水洗化工事

産業振興及び労働人口減少対策として、
U・Iターンした者で転入してから１年以内に
正規雇用された方に対し奨励金を交付

子ども医療費助成事業
5,177万3千円

対象者・高校卒業年度末までの子ども　所得制限なし
医療費5,005万1千円（うち町単独助成3,458万7千円）

完成イメージ図

さらんべ公園
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デジタル防災サービス
ＬＩＮＥ型導入事業
1,577万7千円

ウイスキー蒸留所誘致事業
1億1,912万5千円

新規作物導入事業
1,303万2千円

令和７年
令和７年３月６日

第１回定例会は上記の日程で開かれ、令和７年度一般会計予算、

新役場庁舎等整備事業

新庁舎ZEB化支援業務
74万6千円

旧養護学校書類保管用書架設置
1,470万4千円

新庁舎執務環境プラン策定支援業務
253万3千円

※ZEB化とは
快適な室内環境を実現しながら建物で
消費する年間の一次エネルギーの収支
を抑制した建物

1,798万3千円

町の情報発信の保守機能追加及び災害発生時の
情報伝達の多重化（LINE活用による伝達）

キャッシュレス決済導入事業
177万4千円

町民の利便性を図るためキャッシュレス決済を導入
導入箇所・財務課窓口１箇所

春日地区水道施設整備事業
4,163万3千円

北海道新幹線新駅予定地である春日地区に水道施設を整備
新橋橋梁添架実施設計業務　　2,169万1千円
八雲町水道事業変更許可業務　1,993万2千円

新たな産業の創出や町のブランド力向上を目的に、
八雲町産ぶどうを原料としたワイン醸造とワイナリー
設立に向けた事業に要する経費

地域おこし協力隊配置事業
7,242万4千円

地域活動に従事する都市住民を受け入れし、
その後の定住を目指す。継続11名・新規４名

開町20年記念事業
618万9千円

八雲町と熊石町が合併して20年を迎えるこ
とから、節目の年を記念して式典を開催

新たな産業・観光振興に資する
ウイスキー蒸留所建設に伴う新会社への補助金等
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 総
括
質
疑

Ｑ
　
町
長
は
、
人
材
育
成
、
産
業
の
活

性
化
を
提
唱
し
て
き
た
。
働
く
場
所
の

確
保
は
達
成
し
て
い
る
と
思
う
が
、
各

産
業
に
お
い
て
後
継
者
が
い
な
く
廃
業

す
る
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
い
る
。
人

を
育
て
る
た
め
に
、
ど
こ
に
力
を
い
れ

て
い
く
の
か
。（
赤
井
）

Ａ
　
人
材
育
成
は
難
し
い
。
廃
業
の
話

も
聞
い
て
い
る
。
残
り
任
期
で
商
工
会
、

漁
協
、
農
協
や
生
産
部
会
と
し
っ
か
り

連
携
し
、
人
材
形
成
、
育
成
に
力
を
い

れ
て
い
き
た
い
。
し
か
し
、
す
ぐ
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。（
町
長
）

Ｑ
　
地
域
づ
く
り
は
教
育
か
ら
と
い
う

教
育
長
の
言
葉
が
あ
っ
た
。
そ
の
と
お

り
で
、
産
業
に
ば
か
り
お
金
を
い
れ
ず
、

教
育
に
し
っ
か
り
と
お
金
を
入
れ
、
人

づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
。（
赤
井
）

Ａ
　
私
も
教
育
は
大
事
だ
と
思
っ
て
い

る
。
社
会
教
育
を
中
心
に
人
づ
く
り
を

し
て
い
き
た
い
。（
町
長
）

Ｑ
　
新
役
場
庁
舎
は
２
０
２
７
年
の
完

成
予
定
だ
が
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
計
画
は

持
っ
て
い
る
か
。
群
馬
県
富
岡
市
の
新

庁
舎
は
木
材
部
分
が
、
建
築
後
７
年
で

劣
化
し
、
設
計
業
者
と
施
工
業
者
が
修

繕
費
を
負
担
す
る
方
向
で
協
議
し
て
い

る
と
い
う
。
八
雲
町
も
早
期
修
繕
を
見

越
し
て
、
事
業
者
か
ら
確
約
を
得
る
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。（
佐
藤
）

Ａ
　
庁
舎
修
繕
は
　
年
か
ら
　
年
を
想

１０

１５

定
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
計
画
は
作
る
が
腐

食
の
な
い
よ
う
設
計
し
て
も
ら
う
。
設

計
事
業
者
や
業
者
に
、
も
し
 瑕
  疵
 が
あ

か
 
し

れ
ば
契
約
上
補
償
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。（
町
長
）

　
※
 瑕
  疵
 ＝
取
引
の
目
的
で
あ
る
建
物

か
 
し

　
　
　
　
　
に
欠
陥
が
あ
る
こ
と
。

　
 総
　
務
　
費

特
定
政
策
調
査
検
討
業
務
事
業

Ｑ
　
　
月
ま
で
の
任
期
で
、
特
定
政
策

１０

調
査
と
は
何
を
す
る
の
か
。（
大
久
保
）

Ａ
　
今
後
の
新
規
事
業
を
定
め
る
た
め

の
可
能
性
調
査
で
、
昨
年
は
ウ
イ
ス

キ
ー
事
業
で
活
用
し
た
。
今
年
は
ま
だ

見
通
し
は
な
い
。（
課
長
）

Ａ
　
予
算
が
な
い
と
動
け
な
い
の
で
、

差
し
当
た
り
３
０
０
万
円
を
計
上
し
た
。

（
町
長
）

地
域
公
共
交
通
網
形
成
事
業

Ｑ
　
実
施
計
画
で
は
、
こ
の
事
業
の
来

年
度
の
予
算
が
な
い
が
、
今
後
の
計
画

は
あ
る
か
。
ま
た
、
町
内
の
循
環
も
あ

る
の
か
。（
赤
井
）

Ａ
　
計
画
に
か
か
る
委
託
料
は
令
和
７

年
度
で
終
了
。
公
共
交
通
に
関
す
る
費

用
は
今
後
も
続
く
。
新
幹
線
開
通
が
大

き
く
遅
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
新

た
な
交
通
モ
ー
ド
を
部
会
で
具
体
的
に

検
討
し
、
令
和
８
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
く
。（
参
事
）

街
路
灯
電
気
使
用
料
助
成
金

Ｑ
　
各
町
内
会
が
負
担
し
て
い
る
街
路

灯
の
電
気
使
用
料
を
、
例
え
ば
年
間
１

灯
千
円
に
す
る
等
、
事
務
処
理
を
簡
素

化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。（
牧
野
）

Ａ
　
内
部
で
協
議
し
、
各
町
内
会
と
も

検
討
す
る
。（
町
長
）

Ｑ
　
街
路
灯
の
補
助
率
に
つ
い
て
、
他

町
村
の
デ
ー
タ
は
あ
る
か
。
ま
た
、
街

路
灯
の
電
気
料
は
、
全
額
、
町
負
担
に

出
来
な
い
か
。（
三
澤
）

Ａ
　
他
町
村
の
デ
ー
タ
は
な
い
が
調
査

し
、
報
告
し
た
い
。（
課
長
）

Ａ
　
で
き
る
だ
け
町
内
会
に
負
担
を
か

け
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。（
町
長
）

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
･
共
通

化
事
業

右のＱＲコードから
予算委員会の中継を
見ることができます

１日目 ２日目 ３日目

 斎藤 　 實 　委員長
さいとう まこと
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Ｑ
　
今
年
度
と
来
年
度
の
事
業
だ
が
、

運
用
経
費
９
５
０
万
円
は
こ
れ
か
ら
も

か
か
る
経
費
な
の
か
。
ま
た
、
財
源
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
今
後
、
Ａ
Ｉ

の
活
用
は
あ
る
の
か
。
積
極
的
に
進
め

て
い
く
に
は
体
制
強
化
も
必
要
と
思
う

が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。（
関
口
）

Ａ
　
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
は
法
で
努

力
義
務
と
さ
れ
て
い
る
も
の
。
財
源
は

毎
年
、
普
通
交
付
税
で
賄
わ
れ
る
。
Ａ

Ｉ
は
、
文
字
起
こ
し
、
要
約
等
で
議
事

録
を
作
成
し
、
職
員
の
負
担
軽
減
を
考

え
て
い
る
。（
係
長
）

Ａ
　
マ
ン
パ
ワ
ー
も
必
要
と
考
え
る
。

今
後
専
門
職
員
な
ど
人
員
配
置
し
て
い

き
た
い
。（
町
長
）

地
域
会
館
解
体
事
業

Ｑ
　
今
後
、
会
館
の
維
持
が
難
し
く
な

っ
て
く
る
が
、
近
く
に
学
校
や
公
共
施

設
が
あ
る
場
合
、
統
合
し
会
館
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。（
赤
井
）

Ａ
　
会
館
は
老
朽
化
し
て
い
る
の
で
、

地
域
と
話
し
合
い
な
が
ら
統
廃
合
を
進

め
て
い
く
。
現
在
稼
働
し
て
い
る
学
校

を
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
を
教
育
委
員

会
と
相
談
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
方
法

を
検
討
す
る
。（
町
長
）

公
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
導
入
事
業

Ｑ
　
２
８
０
０
万
円
の
予
算
が
付
い
て

い
る
が
、ど
の
よ
う
な
事
業
か
。（
横
田
）

Ａ
　
医
療
従
事
者
を
除
く
、全
職
員
へ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
た
せ
る
た
め
の

初
期
費
用
で
あ
る
。（
課
長
）

地
域
会
館
備
品
整
備
費
補
助
事
業

Ｑ
　
２
分
の
１
補
助（
上
限
　
万
円
）は

５０

発
電
機
購
入
に
も
使
え
る
か
。（
佐
藤
）

Ａ
　
該
当
す
る
。（
課
長
）

避
難
所
に
つ
い
て

Ｑ
　
山
越
小
学
校
に
避
難
し
た
際
、
小

さ
な
発
電
機
で
電
気
容
量
が
足
り
ず
苦

労
し
た
。
大
き
な
避
難
所
に
は
大
型
の

発
電
機
が
必
要
で
は
な
い
か
。（
黒
島
）

Ａ
　
避
難
所
は
　
箇
所
あ
り
、
大
型
の

５５

非
常
用
発
電
機
が
あ
る
の
は
、
八
雲
小

学
校
を
含
め
２
か
所
。
今
後
は
配
備
数

を
検
討
す
る
。（
課
長
）

デ
ジ
タ
ル
防
災
サ
ー
ビ
ス
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
型

導
入
事
業

Ｑ
　
外
国
人
へ
の
災
害
情
報
の
発
信
方

法
は
。
外
国
語
表
記
や
、
や
さ
し
い
日

本
語
表
記
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
避
難

訓
練
等
に
も
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
も

必
要
で
は
。（
三
澤
）

Ａ
　
町
内
に
は
日
本
語
を
母
国
語
と
し

な
い
方
が
５
０
０
人
ほ
ど
い
る
。
や
さ

し
い
日
本
語
、
多
言
語
表
記
、
イ
ラ
ス

ト
や
形
状
で
わ
か
り
や
す
い
伝
え
方
の

仕
組
み
を
検
討
中
。

　
事
業
所
と
も
相
談
し
、
訓
練
に
も
参

加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

（
課
長
）

熊
石
地
域
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設

土
地
借
上
料

Ｑ
　
こ
こ
を
使
う
団
体
に
、
行
政
が
行

っ
て
い
る
小
牧
交
流
事
業
、
八
雲
町
の

広
報
や
Ｐ
Ｒ
事
業
を
委
託
で
き
な
い
の

か
。（
三
澤
）

Ａ
　
旧
す
ま
ぃ
る
の
土
地
借
上
料
で
あ

る
。
活
動
は
旧
熊
石
高
校
の
公
宅
を
中

心
に
行
う
。
団
体
と
話
し
合
い
な
が
ら

稼
げ
る
方
策
を
模
索
し
て
い
く
。

（
課
長
）

職
員
費

Ｑ
　
職
員
を
募
集
し
て
も
来
な
い
現
状

で
、
全
国
に
先
駆
け
て
、
八
雲
町
独
自

に
能
力
給
と
す
る
こ
と
は
無
理
な
こ
と

な
の
か
。（
大
久
保
）

Ａ
　
人
事
評
価
を
行
っ
て
い
る
が
、
処

遇
に
反
映
で
き
て
い
な
い
。
福
利
厚
生

で
魅
力
的
な
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。

（
課
長
）

 佐  藤 　 智  子 　副委員長
さ とう とも こ
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 民
　
生
　
費

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業

Ｑ
　
入
浴
券
を
タ
ク
シ
ー
券
に
替
え
た

り
、
地
域
格
差
を
是
正
す
る
な
ど
、
障

が
い
者
の
方
に
寄
り
添
っ
た
対
応
は
で

き
な
い
か
。（
赤
井
）

Ａ
　
落
部
地
域
な
ど
は
も
っ
と
必
要
。

公
共
交
通
を
遠
い
所
か
ら
始
め
て
い
き

た
い
。
町
内
の
巡
回
バ
ス
は
時
間
が
か

か
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
券
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。（
町
長
）

高
齢
者
等
除
雪
費
助
成
事
業

Ｑ
　
以
前
、
町
営
住
宅
で
屋
根
の
雪
下

ろ
し
を
し
な
か
っ
た
こ
と
で
屋
根
が
下

が
っ
た
事
例
が
あ
っ
た
が
、
町
営
住
宅

に
は
高
齢
者
が
多
い
た
め
、
屋
根
の
雪

下
ろ
し
は
難
し
い
。
配
慮
は
で
き
な
い

か
。（
赤
井
）

Ａ
　
町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
雪
下
ろ

し
は
、
基
本
的
に
自
分
の
家
は
自
分
で

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
高
齢
者

や
障
が
い
の
あ
る
方
等
は
相
談
し
て
も

ら
え
る
よ
う
伝
え
て
い
る
。（
課
長
）

熊
石
地
域
放
課
後
子
ど
も
対
策
事
業

Ｑ
　
一
日
平
均
の
利
用
者
数
は
。
園
児

が
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
保
育
園
を

活
用
し
て
、
放
課
後
の
子
ど
も
達
の
受

入
れ
が
で
き
な
い
か
。
専
門
の
保
育
士

も
い
て
安
心
で
、
園
児
と
小
学
生
が
一

緒
に
過
ご
せ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
達
に

と
っ
て
も
良
い
環
境
と
な
る
と
思
う
が
。

（
赤
井
）

Ｑ
　
保
育
士
の
確
保
の
心
配
が
な
い
環

境
を
活
か
し
て
ほ
し
い
。（
三
澤
）

Ａ
　
平
均
で
十
一
人
が
利
用
。
保
育
園

は
令
和
７
年
度
か
ら
十
一
人
。
小
学
校

の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
た
め
、
施
設
の
使

い
方
も
工
夫
し
、
保
育
園
と
の
連
携
も

含
め
、
１
箇
所
で
見
守
っ
て
い
く
方
向

で
考
え
て
い
き
た
い
。（
課
長
）

シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
管
理
費

Ｑ
　
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
の
ふ
れ
あ
い
ホ

ー
ル
は
音
響
が
悪
い
。
何
と
か
な
ら
な

い
か
。（
佐
藤
）

Ａ
　
少
し
で
も
聞
こ
え
や
す
く
な
る
よ

う
調
査
し
た
い
。（
町
長
）

　
 衛
　
生
　
費

春
日
地
区
水
道
施
設
整
備
事
業

Ｑ
　
一
般
財
源
で
実
施
す
る
の
か
。
内

容
は
何
か
。（
牧
野
）

Ａ
　
春
日
地
区
の
水
道
施
設
に
つ
い
て

は
、
新
幹
線
駅
周
辺
の
水
道
整
備
が
目

的
。
北
海
道
の
事
業
で
あ
る
道
道
八
雲

北
檜
山
線
整
備
事
業
と
同
時
に
進
め
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。（
課
長
）

清
掃
活
動
報
償
費

Ｑ
　
落
部
地
域
の
清
掃
は
、
落
部
連
合

女
性
部
で
実
施
し
て
い
る
が
、
バ
ス
停

に
つ
い
て
は
対
応
す
る
こ
と
が
厳
し
い
。

地
域
の
声
を
聞
い
て
ほ
し
い
。（
関
口
）

Ａ
　
解
決
策
を
検
討
し
た
い
。（
町
長
）

　
 労
　
働
　
費

外
国
人
就
労
者
に
つ
い
て

Ｑ
　
外
国
人
労
働
者
に
交
流
の
場
が
必

要
と
思
う
が
、
労
働
費
か
ら
の
支
援
策

は
可
能
か
。（
三
澤
）

Ａ
　
労
働
上
の
支
援
で
あ
れ
ば
労
働
費

で
あ
り
、
生
活
支
援
で
あ
れ
ば
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
課
と
な
る
。
そ
の
時
々
の
状

況
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。（
課
長
）

　
 商
　
工
　
費

ウ
イ
ス
キ
ー
蒸
留
所
建
設
工
事
補
助
金

Ｑ
　
ウ
イ
ス
キ
ー
蒸
留
所
建
設
工
事
等

補
助
金
に
１
億
１
千
５
百
万
円
の
使
わ

れ
方
は
な
に
か
。（
倉
地
）。

Ａ
　
基
本
設
計
や
実
施
設
計
の
経
費
で

予
定
補
助
金
の
３
分
の
１
の
一
部
分
に

あ
た
る
。
残
り
の
４
億
８
千
５
百
万
円

に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
度
以
降
の
支

出
分
に
な
る
。（
課
長
）

鉛
川
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
老
朽
化

対
策
事
業

Ｑ
　
２
か
月
の
休
業
補
償
は
、
ど
の
よ

う
な
修
理
の
仕
方
な
の
か
。
民
間
が
２

か
月
も
休
業
し
た
ら
倒
産
し
て
し
ま
う
。

そ
こ
を
町
が
補
償
す
る
の
は
と
て
も
う

ら
や
ま
し
い
。
違
う
方
法
は
な
い
の
か
。

（
赤
井
）

Ａ
　
委
員
会
で
も
説
明
し
た
が
、
地
下

タ
ン
ク
・
温
水
管
・
露
天
風
呂
の
タ
イ

ル
の
張
替
え
な
ど
休
業
せ
ず
に
修
繕
す

る
こ
と
は
難
し
い
。（
課
長
）

Ｑ
　
休
業
補
償
２
か
月
の
算
定
の
仕
方

は
何
か
。
な
る
べ
く
短
期
間
で
や
っ
て

ほ
し
い
。（
黒
島
）

Ａ
　
建
設
課
と
十
分
協
議
し
、
最
大
を
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見
込
ん
で
２
か
月
と
し
た
。（
課
長
）

Ｑ
　
休
業
補
償
７
９
４
万
円
は
何
人
分

か
。（
佐
藤
）

Ａ
　
人
数
で
は
な
く
、
業
者
が
提
出
し

た
も
の
を
町
が
精
査
。
人
件
費
が
７
８

％
、
各
基
本
料
金
や
電
気
保
守
点
検
等

の
固
定
経
費
が
　
％
と
な
っ
て
い
る
。

２２

（
課
長
）

　
 農
林
水
産
業
費

新
規
作
物
導
入
事
業

Ｑ
　
ワ
イ
ン
を
作
る
ハ
ー
ド
ル
は
高
く

な
い
が
、
売
る
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
本

当
に
観
光
資
源
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
。

ま
た
公
設
民
営
か
、
民
間
事
業
へ
の
支

援
と
な
る
の
か
。（
関
口
）。

Ａ
　
協
力
隊
が
来
年
度
で
任
期
満
了
に

な
る
た
め
、そ
の
後
、法
人
を
立
ち
上
げ

て
ブ
ド
ウ
を
作
る
予
定
。
ワ
イ
ナ
リ
ー

に
関
し
て
は
、
現
時
点
で
は
公
設
民
営

で
指
定
管
理
を
考
え
て
い
る
。（
課
長
）

Ｑ
　
公
設
民
営
は
将
来
的
に
町
の
負
担

と
な
る
。
民
設
民
営
で
、
適
切
な
補
助

を
す
べ
き
。
ウ
イ
ス
キ
ー
蒸
留
所
と
ワ

イ
ナ
リ
ー
を
併
設
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
も
含

め
、
自
立
で
き
る
方
法
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。（
関
口
）

Ａ
　
ウ
イ
ス
キ
ー
の
事
業
者
は
、「
売
る
」

力
は
優
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
ワ
イ

ン
も
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。（
町
長
）

狩
猟
免
許
等
取
得
補
助
金

Ｑ
　
わ
な
猟
に
対
し
て
も
補
助
し
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
熊
、
鹿
対
策
で
あ
る

電
気
牧
柵
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
助
か

っ
て
い
る
と
の
声
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を

ア
ラ
イ
グ
マ
用
の
ネ
ッ
ト
、
忌
避
剤
も

対
象
に
な
ら
な
い
か
。（
三
澤
）。

Ａ
　
わ
な
猟
免
許
は
取
得
者
が
少
な
く

補
助
対
象
に
し
て
い
な
い
が
、
猟
友
会

と
相
談
し
た
い
。
ア
ラ
イ
グ
マ
に
つ
い

て
は
、
効
果
的
な
対
策
を
検
討
し
た
い
。

（
課
長
）

新
規
就
農
者
育
成
事
業

Ｑ
　
新
規
就
農
予
定
者
が
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

要
因
を
わ
か
る
範
囲
で
教
え
て
ほ
し
い
。

農
業
高
校
や
大
学
に
研
修
で
呼
び
込
み
、

定
着
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

（
赤
井
）

Ａ
　
農
業
環
境
が
厳
し
い
と
い
う
こ
と

で
農
業
を
目
指
す
人
が
少
な
い
。
札
幌

で
の
新
規
就
農
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
な
ど
、

掘
り
起
こ
し
に
努
め
て
い
る
。（
課
長
）

Ａ
　
研
修
牧
場
に
宿
泊
施
設
も
あ
る
の

で
、
学
生
の
研
修
受
け
入
れ
も
相
談
し

て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
体
験
型
も

含
め
、
農
協
と
も
協
力
し
て
考
え
て
い

る
。（
町
長
）

サ
ー
モ
ン
種
苗
生
産
施
設
整
備
事
業

Ｑ
　
水
利
権
は
７
年
度
に
許
可
が
出
る

の
か
。
も
し
、
許
可
が
で
な
け
れ
ば
、

設
計
費
７
千
２
百
万
円
が
無
駄
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。（
安
藤
）

Ａ
　
水
利
権
の
た
め
の
水
の
量
の
調
査

を
し
、
実
施
設
計
と
と
も
に
申
請
す
る

必
要
が
あ
る
。
７
年
度
に
申
請
し
て
も

許
可
ま
で
に
相
当
の
時
間
を
必
要
と
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
実
際
に

は
８
年
度
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。（
課

長
）

痩
せ
ウ
ニ
実
入
り
向
上
試
験
事
業

Ｑ
　
こ
の
事
業
は
、
良
い
成
果
が
出
て

い
る
の
か
。
来
年
度
以
降
の
予
算
が
つ

い
て
い
な
い
が
、
そ
の
後
、
漁
協
の
み

で
対
応
す
る
の
か
。（
赤
井
）

Ａ
　
生
残
率
は
良
い
が
実
入
り
が
う
ま

く
い
か
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
藻
場
保

全
が
主
た
る
目
的
な
の
で
、
７
年
度
で

い
っ
た
ん
終
了
し
、
課
題
等
を
見
な
が

ら
、
漁
協
と
話
し
合
い
判
断
す
る
。

（
課
長
）

熊
石
地
域
コ
ン
ブ
養
殖
試
験
事
業

Ｑ
　
ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ
の
養
殖
試
験
の
結

果
は
ど
う
か
。（
佐
藤
）

Ａ
　
令
和
５
年
に
泊
川
、
相
沼
、
落
部

へ
種
苗
糸
を
出
荷
し
た
。
令
和
６
年
に

は
採
れ
な
か
っ
た
の
で
、
落
部
の
真
コ

ン
ブ
か
ら
種
苗
を
採
取
し
た
。
熊
石
地

域
も
真
コ
ン
ブ
の
方
が
需
要
が
あ
る
。

（
課
長
）。

Ｑ
　
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
を
推
進
す
る
観

点
は
ど
う
な
っ
た
か
。（
三
澤
）

Ａ
　
目
的
は
海
藻
を
増
や
す
こ
と
。
両

地
域
で
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
取
り
組
ん

で
い
る
。（
町
長
）

コ
ン
ブ
礁
造
成
事
業

Ｑ
　
　
年
間
の
事
業
で
６
年
が
経
過
し

１２
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た
が
、
結
果
は
ど
う
か
。（
黒
島
）

Ａ
　
旭
丘
工
区
に
１
０
０
基
、
栄
浜
工

区
に
１
０
０
基
、
山
越
工
区
に
１
５
０

基
設
置
済
で
あ
る
。
潜
水
調
査
で
は
９

割
が
付
着
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

令
和
６
年
度
の
水
揚
げ
は
な
い
が
、
機

能
は
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
る
。（
課
長
）

八
雲
漁
港
ト
イ
レ
清
掃
業
務
委
託
料

Ｑ
　
な
ぜ
、
八
雲
漁
港
の
み
が
、　

万
４７

２
千
円
も
の
清
掃
料
な
の
か
、
他
と
あ

ま
り
に
も
違
い
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
三
澤
）

Ａ
　
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
施
設
と
し
て

開
放
し
て
お
り
、
一
般
の
利
用
も
多
い

た
め
、
漁
協
前
ト
イ
レ
と
２
か
所
の
ト

イ
レ
を
週
３
回
、
企
業
組
合
に
委
託
し

て
い
る
。（
課
長
）

熊
石
地
域
水
産
試
験

水
産
研
究
推
進
事
業

Ｑ
　
熊
石
地
域
の
水
産
試
験
研
究
に
イ

ト
ウ
は
含
ま
れ
る
の
か
。（
倉
地
）

Ａ
　
含
ま
れ
る
が
、
試
験
規
模
が
小
さ

い
の
で
予
算
化
は
し
て
い
な
い
。
海
面

養
殖
に
移
れ
ば
飼
料
代
が
必
要
。（
課
長
）

Ｑ
　
イ
ト
ウ
は
何
回
も
卵
を
産
む
。
八

雲
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
研
究
を

し
て
ほ
し
い
。（
三
澤
）

Ａ
　
魚
卵
の
研
究
に
つ
い
て
も
、
様
々

な
可
能
性
を
探
っ
て
み
た
い
（
課
長
）

Ｑ
　
イ
ト
ウ
は
淡
水
魚
で
幻
の
魚
と
言

わ
れ
て
い
る
の
に
、
海
面
養
殖
は
人
間

の
わ
が
ま
ま
で
は
な
い
か
。（
赤
井
）

Ａ
　
道
東
方
面
で
は
、
絶
滅
の
恐
れ
が

あ
る
河
川
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
北
大
か

ら
サ
ー
モ
ン
に
加
え
て
漁
業
振
興
の
た

め
、提
案
さ
れ
実
施
す
る
も
の
。（
町
長
）

　
 土
　
木
　
費

立
地
適
正
化
計
画
策
定
事
業

Ｑ
　
ま
ち
づ
く
り
の
ど
こ
に
力
を
入
れ

て
こ
の
計
画
を
作
成
す
る
の
か
。
公
共

交
通
が
要
と
な
る
が
、
そ
れ
と
共
に
公

共
施
設
の
質
の
統
合
も
必
要
で
は
な
い

か
。（
赤
井
）

Ａ
　
公
共
施
設
、
大
型
ス
ー
パ
ー
等
も

含
め
浸
水
区
域
で
は
な
い
地
域
に
移
動

で
き
る
よ
う
な
方
法
を
工
夫
し
、
協
議

し
て
進
め
る
。
そ
の
た
め
の
住
宅
補
助

等
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。
公
共
交

通
は
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
く
。

（
町
長
）

都
市
公
園
事
業

Ｑ
　
町
内
に
は
ド
ッ
グ
ラ
ン
が
な
い
。

避
難
所
も
ペ
ッ
ト
の
配
慮
が
必
要
な
た

め
、
ぜ
ひ
考
え
て
ほ
し
い
。（
大
久
保
）

Ａ
　
避
難
所
と
関
連
し
、徳
川
公
園
内

で
検
討
す
る
。（
町
長
）

Ｑ
　
相
生
公
園
の
柵
は
除
雪
に
よ
っ
て

壊
れ
や
す
い
の
で
違
う
タ
イ
プ
の
も
の

が
よ
い
。
公
園
の
ト
イ
レ
も
ウ
ォ
シ
ュ

レ
ッ
ト
が
望
ま
し
い
。（
三
澤
）

Ａ
　
柵
は
冬
期
間
取
り
外
せ
る
も
の
を

検
討
す
る
。
ト
イ
レ
は
予
算
の
範
囲
以

内
で
設
置
す
る
。（
課
長
）

　
 教
　
育
　
費

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
整
備
事
業

Ｑ
　
ク
ロ
ム
ブ
ッ
ク
は
５
年
で
更
新
と

い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
の
か
。
小
学
校
は

６
年
間
な
の
で
、
６
年
使
用
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。
使
用
後
の
機
器
は
ど

う
な
る
の
か
。（
大
久
保
）

Ａ
　
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
お
り
、

国
が
５
年
間
と
定
め
て
い
る
。
回
収
後

は
、
壊
し
た
場
合
へ
の
対
応
等
に
活
用

予
定
。
国
か
ら
は
、
教
育
関
係
に
使
用

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。（
課
長
）

熊
石
小
学
校
暖
房
用
設
備
更
新
事
業

Ｑ
　
義
務
教
育
学
校
の
校
舎
は
ど
こ
を

使
用
す
る
予
定
か
。
移
行
後
も
こ
の
設

備
を
有
効
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。（
赤
井
）

Ａ
　
ど
こ
の
学
校
を
使
用
す
る
か
は
決

ま
っ
て
い
な
い
。（
教
育
長
）

Ａ
　
燃
料
タ
ン
ク
の
使
い
ま
わ
し
は
可

能
だ
が
移
設
費
用
も
か
か
る
の
で
、
新

設
と
移
設
の
ど
ち
ら
が
経
費
が
か
か
ら

な
い
の
か
検
討
す
る
。（
教
育
事
務
所
長
）

八
雲
山
車
行
列
補
助
金

Ｑ
　
山
車
行
列
を
今
後
ど
の
よ
う
に
育

て
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
る
の
か
。
協

賛
金
が
集
ま
ら
な
け
れ
ば
、
山
車
も
し

ぼ
ん
で
行
く
の
で
、
協
賛
金
を
集
め
る

方
法
も
一
緒
に
考
え
て
ほ
し
い
。（
赤
井
）

Ａ
　
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
。
若
者
も

八雲漁港トイレ

相生公園
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育
っ
て
い
る
。
今
後
も
予
算
が
減
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
大
企
業
か
ら
支
援

し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
す
る
。（
町
長
）

地
域
部
活
動
推
進
事
業

Ｑ
　
学
校
部
活
動
地
域
検
討
協
議
会
で

は
、
ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
を
し
て
い

る
か
。（
倉
地
）

Ａ
　
地
域
移
行
の
勉
強
会
な
ど
２
回
ほ

ど
し
て
い
る
。
受
け
皿
と
な
る
団
体
と

も
協
議
し
な
が
ら
方
向
性
を
出
し
た
い
。

（
課
長
）

　
 歳
　
　
　
入

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

Ｑ
　
毎
年
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
が
、

事
業
所
が
減
る
中
で
、
毎
年
マ
イ
ナ
ス

で
考
え
て
い
く
の
か
。（
牧
野
）

Ａ
　
大
き
な
要
因
は
、
太
陽
光
発
電
の

償
却
資
産
に
よ
る
も
の
。
今
後
想
定
さ

れ
る
の
は
、
人
口
減
少
と
と
も
に
家
屋

数
も
減
り
、
土
地
の
評
価
額
も
近
年
の

地
価
の
下
落
状
況
か
ら
減
少
し
て
い
く

と
考
え
る
。（
課
長
）

　
 国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

健
康
教
室
運
動
指
導
業
務
委
託
料

Ｑ
　
委
託
料
の
内
容
は
何
か
。（
佐
藤
）

Ａ
　
こ
れ
ま
で
は
、
教
室
の
講
師
派
遣

料
と
し
て
計
上
し
て
い
た
が
、
委
託
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。（
係
長
）

Ｑ
　
町
内
で
講
師
を
発
掘
で
き
な
か
っ

た
の
か
。（
三
澤
）

Ａ
　
で
き
る
方
が
い
れ
ば
お
願
い
し
た

い
が
、見
つ
け
る
こ
と
は
困
難
。（
課
長
）

　
 介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業

Ｑ
　
高
齢
者
が
増
え
て
い
く
中
で
、
こ

の
事
業
の
今
後
の
課
題
は
何
か
。（
赤
井
）

Ａ
　
人
材
確
保
が
最
優
先
。
介
護
報
酬

改
定
で
民
間
事
業
所
が
ひ
っ
迫
す
る
が
、

町
と
し
て
の
対
応
は
困
難
。（
課
長
）

認
知
症
総
合
支
援
事
業

Ｑ
　
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
と

は
何
か
。（
倉
地
）

Ａ
　
八
雲
総
合
病
院
の
医
師
等
へ
委
託
。

年
間
２
名
分
の
支
援
を
委
託
し
て
い
る
。

通
常
の
病
院
受
診
が
難
し
く
、
診
断
を

受
け
て
い
な
い
方
を
支
援
。
診
断
後
、

介
護
保
険
へ
つ
な
げ
て
い
る
。（
主
幹
）

　
 下
水
道
事
業
会
計

Ｑ
　
埼
玉
県
で
陥
没
事
故
が
あ
っ
た
。

八
雲
町
の
老
朽
化
の
現
状
は
。（
佐
藤
）

Ａ
　
埼
玉
県
の
事
例
は
直
径
４
・
　

ｍ
７５

で
　
ｍ
の
水
道
管
で
あ
り
、
八
雲
町
に

１０
は
同
様
の
も
の
は
な
く
、
流
量
も
少
な

い
。
耐
用
年
数
は
　
年
で
計
画
的
に
取

５０

り
替
え
る
段
階
に
は
な
い
。（
課
長
）

　
 病
院
事
業
会
計

Ｑ
　
手
術
件
数
が
少
な
い
原
因
は
何
か
。

外
来
が
多
忙
で
手
術
に
手
が
回
ら
な
い

と
い
う
事
は
な
い
の
か
。（
関
口
）

Ａ
　
外
科
と
眼
科
が
減
っ
て
い
る
。
特

定
の
原
因
が
掴
め
な
い
の
が
実
情
で
あ

る
。
ま
た
、
手
術
に
手
が
回
ら
な
い
と

い
う
事
は
な
い
。
現
在
の
医
師
体
制
で

対
応
が
難
し
い
場
合
は
、
他
の
病
院
へ

お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
る
。（
事
務
長
）

Ｑ
　
看
護
師
不
足
は
な
い
の
か
。
福
利

厚
生
は
充
実
し
て
い
る
の
か
。
総
合
病

院
に
よ
る
経
済
効
果
は
ど
の
程
度
と
み

て
い
る
の
か
。（
関
口
）

Ａ
　
４
月
に
新
し
く
入
る
看
護
師
数
は

８
人
。
退
職
は
５
人
。
福
利
厚
生
は
、

町
条
例
範
囲
で
行
っ
て
い
る
。
現
在
、

看
護
部
で
は
研
修
事
業
に
力
を
入
れ
て

看
護
技
術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

い
る
。
ま
た
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
検
討

を
し
、
働
き
や
す
く
動
き
や
す
い
も
の

を
自
ら
で
選
定
し
て
い
る
。
今
後
は
着

数
も
増
や
し
て
い
き
た
い
。
今
後
さ
ら

に
働
き
や
す
い
職
場
を
目
指
し
て
い
く
。

（
事
務
長
）

Ａ
　
総
合
病
院
の
経
済
効
果
は
か
な
り

高
い
と
思
う
が
具
体
的
な
数
字
は
出
て

い
な
い
。
給
与
を
　
億
円
以
上
支
払
っ

３０

て
い
る
中
で
、
生
活
費
と
し
て
八
雲
町

に
落
ち
て
い
る
。
今
後
、
一
度
調
べ
て

み
た
い
。（
町
長
）
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一般質問とは？

　町の仕事の全てを問いただし、自由

な意見を述べ、それについて町の公式

見解を引き出すことのできる機会。

　華やかであるが「力量」が問われる。

※質問した議員本人が原稿を書いています。

と
し
て
は
限
ら
れ
た
財
源
で
の
や
り
く

り
に
な
る
た
め
、
無
償
化
に
使
わ
れ
て

い
る
財
源
を
引
き
続
き
「
学
校
給
食
」

に
向
け
る
の
は
難
し
い
。

 問
 
　
た
と
え
ば
給
食
賄
い
材
料
を
地

場
産
品
で
賄
う
と
考
え
た
な
ら
、
生
産

者
は
「
売
り
先
と
売
り
値
」
が
決
ま
っ

て
い
る
も
の
を
作
る
の
で
励
み
に
な
る

だ
ろ
う
し
、
更
に
「
有
機
農
産
物
」
に

視
野
を
広
げ
る
な
ら
、
新
規
就
農
者
の

呼
び
込
み
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
「
学
校
給
食
の
魅
力

ア
ッ
プ
」
を
考
え
た
な
ら
、
教
育
費
の

枠
内
で
考
え
ず
に
予
算
の
貼
り
付
け
方

も
変
わ
る
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

 町
長
 

地
元
の
食
材
を
提
供
し
て
い

く
の
は
一
番
い
い
こ
と
だ
と
思
う
し
、

地
場
産
品
を
食
べ
た
記
憶
は
残
る
と
思

う
。
お
金
に
糸
目
を
つ
け
な
い
気
持
ち

で
財
政
面
で
支
援
し
て
い
き
た
い
。

 三  澤 　 公  雄  議員
み さわ きみ お 問

 
　
学
校
給
食
の
国
費
負
担
が
始
ま

る
よ
う
だ
。
国
費
で
負
担
と
な
れ
ば
、

現
在
、
無
償
化
に
回
し
て
い
る
予
算
は

ど
う
な
る
の
か
。
引
き
続
き
学
校
給
食

の
「
魅
力
ア
ッ
プ
」
に
使
わ
れ
る
こ
と

を
望
む
。

　
た
と
え
ば
、
地
場
産
品
の
更
な
る
充

実
や
、
高
校
へ
の
給
食
提
供
な
ど
の

様
々
な
施
策
が
考
え
ら
れ
る
。
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

 町
長
 

現
段
階
で
は
国
の
給
食
費
無

償
化
に
お
け
る
財
源
措
置
方
法
が
見
通

せ
な
い
が
、
仮
に
普
通
交
付
税
で
措
置

さ
れ
る
と
な
れ
ば
無
償
化
に
よ
る
増
加

分
が
把
握
で
き
な
い
。
地
方
交
付
税
は

人
口
減
で
縮
小
傾
向
に
あ
る
の
で
、
町

　
八
雲
町
は
平
成
　
年
度
か
ら
学
校
給
食

３０

費
無
償
化
で
す
。
令
和
６
年
度
予
算
の
給

食
賄
材
料
の
町
費
負
担
は
、
約
４
５
０
０

万
円
で
し
た
。

 問
 
　
小
中
高
を
合
わ
せ
て
も
八
雲
町

内
の
仕
事
を
知
る
機
会
が
ま
だ
ま
だ
少

な
い
。町
内
の
産
業
に
触
れ
な
い
ま
ま
町

外
に
出
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　
私
は
『
八
雲
町
の
良
さ
を
知
っ
た
な

ら
、
八
雲
町
に
還
っ
て
く
る
』
と
考
え

る
。「
職
場
体
験
」
と
い
う
機
会
は
、
八

雲
の
良
さ
を
知
る
た
め
に
は
大
事
な
こ

と
だ
と
い
う
前
提
を
共
有
し
た
い
。

　
教
育
を
広
く
捉
え
、
も
っ
と
社
会
教

育
で
や
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
問
題
提
起
に
対
し
て
、
教
育

長
は
ど
う
考
え
る
か
。

 教
育
長
　
 子
ど
も
達
が
地
域
の
方
々

と
関
わ
り
の
時
間
を
持
つ
と
い
う
の
は
、

子
ど
も
達
の
将
来
に
と
っ
て
非
常
に
有

効
な
こ
と
だ
。

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
様
々
な
分
野
で
子

ど
も
達
が
経
験
す
る
場
が
広
が
れ
ば
、

自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
力

も
育
っ
て
い
く
と
思
う
。

　
そ
う
い
っ
た
「
場
」
を
作
っ
て
く
れ

る
の
は
学
校
と
し
て
も
あ
り
が
た
い
。

是
非
、
そ
の
よ
う
な
広
が
り
を
持
っ
た

取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

Ｑ
　
学
校
給
食
に

更
な
る
魅
力
ア
ッ
プ
を
！

Ｑ
　町
内
の
人
材
づ
く
り
で
伺
う
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 赤  井 　 睦  美  議員
あか い むつ み 問

 
　
地
域
に
高
校
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
人
口
減
少
が
進
む
八
雲
町
に

と
っ
て
、
と
て
も
重
要
。
た
だ
、
高
校

は
道
立
で
町
の
管
轄
外
な
た
め
、
今
ま

で
協
働
は
な
か
な
か
困
難
だ
っ
た
。

こ
の
状
況
を
何
と
か
し
、
生
徒
に
選
ば

れ
る
学
校
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
、
今
、

全
国
で
「
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
八
雲
町
で
も

民
間
力
を
活
用
し
て
、
教
育
を
中
心
と

し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
考

え
は
あ
る
か
。

 教
育
長
　
 八
雲
高
校
で
は
、
進
路
指

導
の
面
で
習
熟
度
別
の
教
科
指
導
や
放

課
後
講
習
、
就
職
希
望
者
へ
早
期
の
個

別
指
導
な
ど
で
、
近
年
生
徒
の
進
学
や

就
職
に
目
覚
ま
し
い
成
果
が
見
ら
れ
る
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
地
域
と
連
携
・
協
働
し
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
が
展
開
さ
れ
、
町
民
が

支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
に
好
影
響
を
も

た
ら
す
と
考
え
て
い
る
。
地
域
が
求
め

る
学
校
の
姿
を
学
校
運
営
協
議
会
の
中

で
し
っ
か
り
と
議
論
し
、
地
域
の
側
か

ら
も
高
校
に
近
寄
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

大
事
。
以
前
は
、
地
財
法
の
関
係
で
難

し
か
っ
た
が
、
福
島
商
業
高
校
の
寮
の

よ
う
に
、
そ
の
町
で
高
校
の
支
援
の
必

要
性
を
し
っ
か
り
と
総
合
計
画
に
盛
り

込
ん
で
取
り
組
む
こ
と
が
道
教
委
の
ス

タ
ン
ス
と
な
り
、
町
と
共
に
進
め
て
い

く
姿
勢
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　
二
十
歳
の
集
い
の
代
表
者
挨
拶
で
、

「
自
分
は
先
輩
方
に
世
話
に
な
り
な
が

ら
、
一
生
懸
命
八
雲
で
働
い
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
八
雲
が
す
ご
く
好
き
に

な
っ
た
。
僕
は
こ
こ
に
い
る
か
ら
み
ん

な
い
つ
で
も
戻
っ
て
き
て
」
と
い
う
素

晴
ら
し
い
挨
拶
を
聞
い
て
、
高
校
生
・

中
学
生
に
、
少
し
先
輩
の
若
者
か
ら
八

雲
の
良
さ
を
伝
え
て
も
ら
う
こ
と
の
大

切
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
。
社
会
教
育

の
予
算
で
対
応
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。

 町
長
 

お
金
と
人
材
を
惜
し
ま
ず
、

人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

 問
 
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
人
気
商
品
が

入
手
困
難
に
な
っ
た
と
た
ん
に
「
八
雲

町
の
財
政
危
機
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え

始
め
た
。
そ
れ
だ
け
重
要
な
ふ
る
さ
と

納
税
に
対
し
、
町
と
し
て
今
ま
で
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
の
か
。

①
返
礼
品
の
新
規
開
拓
は
。

②
原
材
料
確
保
の
た
め
の
協
力
は
。

③
体
験
型
ふ
る
さ
と
納
税
の
導
入
は
。

Ｑ
 地
域
の
教
育
力
ア
ッ
プ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
存
続
に
民
間
力
を
！

Ｑ
　「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の

取
り
組
み
は
？

④
業
務
委
託
に
移
行
す
る
方
向
は
。

 町
長
 

令
和
５
年
度
一
般
会
計
決
算

歳
入
の
　
・
６
％
と
、
地
方
交
付
税
に

１７

次
ぐ
貴
重
な
財
源
で
、
寄
附
額
の
増
減

が
町
財
政
を
左
右
す
る
要
因
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
寄
附
者
の
目
に
留

ま
り
や
す
い
よ
う
に
募
集
サ
イ
ト
を
５

サ
イ
ト
か
ら
　
サ
イ
ト
に
拡
充
。

１２

①
返
礼
品
提
供
業
者
を
対
象
に
勉
強
会

を
開
催
し
、
既
存
返
礼
品
の
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
と
地
場
産
品
の
開
発
に
努
め

て
い
る
。

②
町
は
原
材
料
確
保
等
の
支
援
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
今
後
検
討
が
必
要
だ
ろ

う
と
考
え
て
い
る
。

③
体
験
型
の
返
礼
品
は
平
成
２
９
年
に

町
内
業
者
か
ら
提
供
を
受
け
た
が
、
現

在
は
取
り
扱
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
体

験
型
の
返
礼
品
の
開
拓
や
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
も
考
え
て

い
き
た
い
。

④
募
集
事
務
は
膨
大
な
作
業
で
あ
る
た

め
、
令
和
５
年
度
か
ら
民
間
業
者
に
委

託
し
て
い
る
。
委
託
料
は
返
礼
品
・
調

達
に
関
す
る
経
費
が
　
％
、
募
集
に
関

２６

す
る
経
費
は
　
・
８
％
と
な
り
、
総
務

２３

省
の
ル
ー
ル
の
５
割
を
守
っ
て
い
る
。



令和7年第1回定例会 一 般 質 問

〔 １２ 〕令和7年5月号

ま
で
把
握
し
、
必
要
な
支
援
を
行
う
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
保
健
室
に
配

置
す
る
方
針
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

 問
 
　
現
在
、
八
雲
町
内
に
は
、
中
学

生
・
高
校
生
が
、
放
課
後
、
家
以
外
で

ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
る
場
所
が
あ
ま
り
な

い
。

　
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
が
使
え
る
の
で
、
は
ぴ
あ

の
ロ
ビ
ー
で
ゲ
ー
ム
し
て
い
る
の
は
見

か
け
る
が
、
ほ
か
に
行
く
と
こ
ろ
は
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。

　
既
存
の
社
会
教
育
施
設
、
図
書
館
や

体
育
館
等
の
利
用
を
促
進
す
る
工
夫
は

Ｑ
 小
学
校
・
中
学
校
に
も
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を

 問
 
　
北
海
道
教
育
委
員
会
は
、
令
和

６
年
度
か
ら
道
立
学
校
、
全
２
５
６
校

の
女
子
ト
イ
レ
に
、
生
理
用
品
を
配
置

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
小
・
中
学
生
に
も
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 町
長
 

内
閣
府
の
調
査
で
は
、
生
理

用
品
が
ト
イ
レ
に
配
置
さ
れ
て
い
る
市

町
村
は
道
内
で
約
　
％
。
ま
た
先
日
、

１５

札
幌
市
が
令
和
７
年
度
か
ら
全
小
・
中

学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
配
置
す
る
と
報

道
さ
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
八
雲
町
で
は
、
発

達
段
階
を
鑑
み
、
教
職
員
が
児
童
・
生

徒
の
心
身
の
変
化
や
、
経
済
的
な
状
況

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
子
ど
も
支
援
の

一
環
と
し
て
第
３
の
居
場
所
づ
く
り
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

 町
長
 

町
と
し
て
は
新
た
な
施
設
整

備
を
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
現
在
、

中
高
生
が
放
課
後
に
利
用
し
て
い
る
既

存
の
公
共
施
設
の
周
知
と
活
用
を
一
層

図
っ
て
い
き
た
い
。

 教
育
長
　
 町
内
の
公
共
施
設
　
箇
所

１１

に
Ｗ
ｉ
倆
Ｆ
ｉ
が
使
用
が
で
き
る
フ

リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
整
備
し
て
お
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る
。

　
Ｗ
ｉ
倆
Ｆ
ｉ
の
整
備
拡
充
と
周
知
に

努
め
、
社
会
教
育
施
設
の
一
層
の
活
用

を
促
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

 問
 
　
昨
年
の
３
月
定
例
会
の
一
般
質

問
で
「
必
要
と
す
る
人
に
防
災
ラ
ジ
オ

を
配
っ
た
ら
ど
う
か
」
と
質
問
し
た
際

に
、
町
長
は
「
８
千
世
帯
に
、
目
で
確

認
で
き
る
防
災
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配

る
」
と
答
え
た
。
そ
の
後
ど
う
な
っ
た

の
か
。

 町
長
 

当
初
、
防
災
用
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
配
布
を
検
討
し
て
い
た
が
、
試
算

の
結
果
、
購
入
だ
と
約
８
億
円
、
レ
ン

タ
ル
だ
と
毎
年
約
２
億
８
千
万
円
ほ
ど

か
か
る
の
で
断
念
し
た
。

　
令
和
７
年
度
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
活
用
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
防
災
サ
―
ビ

ス
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
型
導
入
事
業
」
の
予
算

を
計
上
。
迅
速
に
情
報
を
届
け
た
い
。

 問
 
　
八
雲
町
は
自
衛
隊
の
要
請
に
応

じ
、　
歳
、　
歳
、　
歳
の
名
簿
を
提
供

１５

１８

２２

し
て
い
る
。
せ
め
て
未
成
年
で
あ
る
　１５

歳
は
対
象
か
ら
外
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 町
長
 

　
歳
を
対
象
と
し
情
報
を
求

１５

め
る
こ
と
は
、
目
的
に
照
ら
し
合
わ
せ

逸
脱
し
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら

も
提
供
し
て
い
く
。

Ｑ
　自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供

 佐  藤 　 智  子  議員
さ とう とも こ

Ｑ
　
中
学
生
・
高
校
生
の

居
場
所
を
考
え
て

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
よ
う
に
生
理
用

品
も
ト
イ
レ
に
あ
る
の
が
当
た
り
前
と
い

う
認
識
へ
変
化
す
る
こ
と
を
願
い
、
八
雲

町
で
も
実
施
さ
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
待

ち
た
い
。（
佐
藤
）

Ｑ
　防
災
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

配
布
は
立
ち
消
え
た
の
か
？

図書館 194人
（テスト前39日間）

体育館 5,916人
（R6.4～R7.1）

相生
スポーツ
ホール

134人
（R6.4～R7.1）

令和６年度
中高生の施設利用状況



〔 １３ 〕 令和7年5月号

　八雲町議会では、４月17日に議場で、今年10月19日に予定されている町議会議員選挙や将来に向けて
意欲ある議員のなり手を掘り起こすことを目的に、私たち現役町議が講師を務め、「議員なり手養成講
座」を初めて開催いたしました。
　前回、令和３年10月の町議会議員選挙にあたっては、議員報酬の見直しと併せて、議員定数を16人か
ら14人に見直しを行いましたが、無投票の結果になるなど、議員のなり手不足が課題となっています。
　このため議員に関心をもつ方を増やそうと、受講対象者を、町内在住で年齢18歳以上の方として、多
様な世代からの参加を促進し、20代から70代までの幅広い世代から19名のエントリーを受け付け、当日
は14名が参加されました。それ以外にも地元で関心のある方や近隣町の議会議員など、たくさんの方が
見学に来られました。

　２回目の講座を５月15日（木）、３回目を６月19日（木）に予定しています。１回だけの参加
なども受付できますので、詳しくは議会事務局（℡0137－62－2388）までお問い合わせ下さい。

【議会の概要（講師：佐藤智子）】

◆八雲町議会基本条例の制定について

　「八雲町議会は変わります」…

◆議会の各種委員会制度について

◆定例会及び臨時会などについて

　開催時期や開催回数、開催日数など…

◆発言の自由と責任について

　質問、質疑、討論…

初回の講座内容（３項目）

【議員報酬など（講師：倉地清子）】
◆合併後の議員報酬及び定数の推移につ
　いて
◆議員報酬の算出根拠について
　令和３年11月より原価方式導入…
◆近隣町の議員報酬について
　現在の八雲町議員報酬から見る他町との
　比較
　改選後予定の議員報酬の見直し案など…

【議員の役割（講師：三澤公雄）】
◆議員は、住民の代表として、地域の問題
　解決やまちづくりのために活動をする政
　治家…
◆主な仕事内容について
　町政が“町民の希望”に沿ったものかを
　適正にチェックするなど・・・
◆職務遂行にあたり気を付けることについ
　て
　公共利益を優先し良心に従ってその職務
　を誠実に遂行するなど・・・

〇生まれ育った八雲に恩返しがしたい。
　近い将来、自分も町議になれたらとの思い
　で参加しました。（男性）
〇まちづくりにおいて、町議の立場でどのよ
　うなことができるのか学びたい。（男性）
〇若い人が政治に興味を持つ機会になるので、
　この取り組みは続けてほしい。（女性）
　等々たくさんの声をいただきました。

◆

◆

◆

に
】

】



〔 １４ 〕令和7年5月号

定例会・臨時会議件一覧

令和７年第１回臨時会（令和７年１月３０日）

専決処分の承認を求めることについて
（令和６年度八雲町一般会計補正予算（第１１号））

承認第１号
訴えの提起について（金属プレス等売買代金に関
する訴えの提起）

議案第１号

専決処分の報告について
（損害賠償額の決定について）

報告第１号令和６年度八雲町一般会計補正予算（第12号）議案第２号

令和６年第１回定例会（令和６年３月７日～１５日）

八雲町移動等円滑化のために必要な特定公園施設
の設置に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例

議案第２２号令和７年度八雲町一般会計予算議案第１号

企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一
部を改正する条例

議案第２３号令和７年度八雲町国民健康保険事業特別会計予算議案第２号

八雲町病院事業使用料及び手数料徴収条例の一部
を改正する条例

議案第２４号令和７年度八雲町後期高齢者医療特別会計予算議案第３号

八雲町消防団条例の一部を改正する条例議案第２５号令和７年度八雲町介護保険事業特別会計予算議案第４号

財産の取得について議案第２６号令和７年度八雲町水道事業会計予算議案第５号

指定管理者の指定について議案第２７号令和７年度八雲町熊石地域簡易水道事業会計予算議案第６号

指定管理者の指定について議案第２８号令和７年度八雲町下水道事業会計予算議案第７号

指定管理者の指定について議案第２９号令和７年度八雲町農業集落排水事業会計予算議案第８号

八雲町の特定の事務を取り扱う郵便局の指定につ
いて

議案第３０号令和７年度八雲町病院事業会計予算議案第９号

令和６年度八雲町一般会計補正予算（第１３号）議案第３１号
情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係
者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効
率化を図るためのデジタル社会形成基本法等の一
部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に
関する条例

議案第１０号
令和６年度八雲町国民健康保険事業特別会計補正
予算（第３号）

議案第３２号

八雲町教育委員会教育長の任命に関し同意を求め
ることについて

同意第１号
八雲町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一
部を改正する条例

議案第１１号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて

諮問第１号
八雲町一般職員の育児休業等に関する条例の一部
を改正する条例

議案第１２号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて

諮問第２号
八雲町一般職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例

議案第１３号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて

諮問第３号八雲町教育委員会指導主事の給与に関する条例議案第１４号

八雲町議会の個人情報の保護に関する条例の一部
を改正する条例

発委第１号
八雲町職員の旅費に関する条例の一部を改正する
条例

議案第１５号

八雲町議会議員の議員報酬等の特例に関する条例
の一部を改正する条例

発委第２号八雲町奨学基金条例の一部を改正する条例議案第１６号

持続可能な学校の実現をめざす意見書発議第１号八雲町犯罪被害者等支援条例議案第１７号

高額療養費の現行制度の維持を求める意見書発議第２号
八雲町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例

議案第１８号

従来の「紙」の健康保険証の廃止を撤回し、発行
再開・存続を求める意見書

発議第３号
八雲町保育の必要性の認定に関する条例の一部を
改正する条例

議案第１９号

高等教育の学費軽減・奨学金返済の負担軽減を求
める意見書

発議第４号
八雲町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例

議案第２０号

議会運営委員会の閉会中の継続調査申出書
八雲町指定地域密着型サービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を
改正する条例

議案第２１号



〔 １５ 〕 令和7年5月号

千
　
葉
　
　
　
隆

黒
　
島
　
竹
　
満

能
登
谷
　
正
　
人

斎
　
藤
　
　
　
實

安
　
藤
　
辰
　
行

牧
　
野
　
　
　
仁

三
　
澤
　
公
　
雄

倉
　
地
　
清
　
子

宮
　
本
　
雅
　
晴

関
　
口
　
正
　
博

大
久
保
　
建
　
一

横
　
田
　
喜
世
志

佐
　
藤
　
智
　
子

赤
　
井
　
睦
　
美

採決結果議　　　　　件　　　　　名

×欠××××××××○○○否　　決
従来の「紙」の健康保険証の廃止を撤回し、発行
再開・存続を求める意見書

発議第３号

×欠××××××××○○○否　　決
高等教育の学費軽減・奨学金返済の負担軽減を求
める意見書

発議第４号

賛成　〇　　反対　×　

※千葉隆議長は、賛否同数の場合にその可否を決定します。

　　　　　第１回定例会　賛否一覧（反対のあった議案を掲載）

令和７年５月21日(水)
会場　ふれあい交流センターくまいし館　13：30～
会場　落部漁協２階会議室　　　　13：30～
会場　はぴあ八雲 　18：00～

令和７年５月22日(木)
会場　はぴあ八雲 　18：00～

～皆さんの声を聞かせてください～

《２月》

　　　１３日　総務経済常任委員会

　　　　　　議会運営委員会

　　　１７日　全員協議会

　　　２０日　文教厚生常任委員会

　　　２８日　議会運営委員会

《３月》

６日～１４日　第１回定例会

　　　　　　予算特別委員会

　　　　　　全員協議会

　　　　　　総務経済常任委員会

　　　　　　文教厚生常任委員会

　　　　　　広報広聴常任委員会

　　　　　　議会運営委員会

《４月》

　　　４日　議会運営委員会

　　　８日　広報広聴常任委員会

　　　９日　総務経済常任委員会

　　　１７日　文教厚生常任委員会

　　　　　　議員なり手養成講座

　　　２１日　広報広聴常任委員会

　　　　　　総務・文教合同小委員会

議会のうごき



〔 １６ 〕令和7年5月号

常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員常任委員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
　　　ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活の活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
令和７年２月から４月の

各常任委員会の活動です。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、「
ケ
ア

ラ
ー
条
例
」
の
制
定
に
向
け
、
調
査
、

検
討
中
で
あ
り
ま
す
。

【
な
ぜ
、
ケ
ア
ラ
ー
条
例
？
】

　
一
昨
年
前
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、

「
私
は
今
、
妊
婦
で
す
。
上
に
も
ま
だ

手
が
か
か
る
幼
児
が
い
て
、
母
の
介
護

も
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ア
ン

ケ
ー
ト
が
来
る
と
、
い
つ
も
子
育
て
だ

文
教
厚
生

け
、
介
護
だ
け
と
単
一
で
す
。
私
達
の

生
活
は
縦
割
り
で
は
な
く
、
全
部
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
す
。
子
育
て
だ
け
で

考
え
ず
、
生
活
全
体
を
見
て
ほ
し
い
で

す
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

時
は
、
子
育
て
支
援
へ
の
提
言
が
目
的

で
し
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
、
ま
と
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
で
も
、
こ
の

声
が
ず
っ
と
忘
れ
ら
れ
ず
、
現
在
、
ケ

ア
ラ
ー
条
例
を
み
ん
な
で
策
定
し
よ
う

と
努
め
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
仮
に

ケ
ア
ラ
ー
条
例
が
で
き
た
か
ら
と
言
っ

て
、
出
産
や
子
育
て
、
介
護
の
不
安
や

困
難
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
も
、
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
場

所
が
あ
り
、
話
を
聞
い
て
く
れ
る
窓
口

が
あ
る
こ
と
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
環
境
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
子
育
て
や
介
護
は
、
一
人
ひ

と
り
の
ご
家
庭
の
問
題
で
す
が
、
社
会

全
体
の
問
題
で
も
あ
る
の
で
す
。
苦
し

い
時
は
い
つ
で
も
「
助
け
て
！
」「
手

伝
っ
て
！
」
と
言
え
る
八
雲
町
を
一
緒

に
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

　
ケ
ア
ラ
ー
条
例
の
基
本
理
念
に
つ
い

て
は
、
当
委
員
会
で
は
、
次
の
よ
う
に

考
え
て
お
り
ま
す
。

『
義
務
教
育
学
校
っ
て
？
』

　
熊
石
地
域
で
は
、
令
和
　
年
度
か
ら

１０

の
義
務
教
育
学
校
の
開
校
に
向
け
て
検

討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
２
０
１
６
年
に

制
度
化
さ
れ
た
義
務
教
育
学
校
で
は
、

小
学
校
１
年
か
ら
中
学
３
年
の
９
年
間

を
一
つ
の
学
校
で
過
ご
し
ま
す
。
全
国

で
は
２
０
２
３
年
度
ま
で
に
全
国
で
２

０
７
校
が
開
校
し
て
い
ま
す
。

・
柔
軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
指
導
が
で

き
る
。　
　

・
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
緩
和
や
解
消
が
見

込
め
る
。

・
異
学
年
交
流
を
実
施
し
や
す
い
。

・
教
員
同
士
で
子
ど
も
達
の
情
報
を
共

有
し
や
す
く
継
続
的
な
指
導
が
で
き
る
。

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
ひ

と
つ
の
学
校
と
な
り
、
中
学
校
の
新
鮮

さ
が
な
く
、
人
間
関
係
が
固
定
化
し
て

し
ま
う
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う

な
形
で
教
育
の
場
を
確
保
し
て
い
く
の

が
望
ま
し
い
の
か
を
第
一
に
、
今
後
み

ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

１
　
ケ
ア
ラ
ー
支
援
は
、
全
て
の
ケ

ア
ラ
ー
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

２
　
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
支
援
は
、

全
て
の
ケ
ア
ラ
ー
が
自
分
ら
し
く
、

い
き
い
き
と
安
心
し
て
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
町
、
町
民
、
事
業
者
及
び

関
係
機
関
等
が
、
互
い
に
連
携
を
図

り
、
ケ
ア
ラ
ー
が
孤
立
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
地
域
社
会
全
体
で
支
え
る

よ
う
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
支

援
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
し
て
の

時
期
が
特
に
社
会
に
お
い
て
自
立
的

に
生
き
る
基
礎
を
培
い
、
人
間
と
し

て
基
本
的
な
資
質
を
養
う
重
要
な
時

期
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
適
切
な
教

育
の
機
会
を
確
保
し
、
か
つ
、
心
身

の
健
や
か
な
成
長
及
び
発
達
並
び
に

そ
の
自
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
行
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
後
、
町
側
の
関
係
課
と
繰
り
返
し
話

し
合
い
を
行
い
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
内

容
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
思
い
で
す
。
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●
あ
わ
び
の
養
殖
状
況
と
今
後
の
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
（
産
業
課
）

　
熊
石
地
域
で
は
昭
和
　
年
度
に
あ
わ

５７

び
人
工
種
苗
中
間
育
成
施
設
を
建
設
、

昭
和
　
年
度
に
北
海
道
の
栽
培
漁
業
振

６２

興
公
社
を
誘
致
し
、
平
成
８
年
度
か
ら

養
殖
部
会
に
よ
る
海
中
養
殖
を
続
け
て

き
た
が
、
こ
の
た
び
養
殖
部
会
を
解
散

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

解
散
理
由

①
販
売
価
格
の
低
迷
、
餌
代
の
高
騰
に

よ
り
労
働
費
の
捻
出
が
難
し
い
中
で
、

過
酷
な
潜
水
に
よ
る
給
餌
作
業
が
困
難

で
あ
り
、
従
事
す
る
人
員
も
５
名
か
ら

２
名
体
制
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
化
に

加
え
業
務
量
が
増
加
。

②
種
苗
供
給
元
の
北
海
道
栽
培
漁
業
振

興
公
社
で
筋
萎
縮
症
が
発
症
し
種
苗
購

入
が
で
き
な
い
。

③
低
水
温
で
大
量
へ
い
死
し
た
と
き
に

受
け
た
融
資
の
返
済
が
完
了
し
た
。

次
回
の
イ
ベ
ン
ト
　
「
あ
わ
び
と
二
海

サ
ー
モ
ン
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
し

て
、
５
月
　
日
に
開
催
す
る
予
定
。

１８

●
イ
ト
ウ
養
殖
試
験
に
つ
い
て
（
水
産

課
）

試
験
の
目
的
　
北
大
水
産
学
部
か
ら
将

来
的
に
予
想
さ
れ
る
国
内
サ
ー
モ
ン
の

過
当
競
争
に
向
け
て
、
八
雲
町
で
構
築

し
て
い
る
サ
ー
モ
ン
の
一
貫
し
た
生
産

体
制
（
種
苗
生
産
か
ら
海
面
養
殖
ま
で
）

の
設
備
と
手
法
を
流
用
し
て
高
価
格
帯

が
見
込
め
る
イ
ト
ウ
の
試
験
的
な
養
殖

の
提
案
が
あ
っ
た
。
二
海
サ
ー
モ
ン
に

続
く
養
殖
魚
と
し
て
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
北
大
と
の
共
同
研
究
を
行
う
。

試
験
の
内
容

①
親
魚
育
成
と
種
苗
生
産
技
術
の
確
立
。

②
中
間
育
成
→
海
水
 馴
致
 。

じ
ゅ
ん
ち

③
海
面
養
殖
。

④
親
魚
の
淡
水
 馴
致
 ・
選
抜
育
種
・
 全
 

じ
ゅ
ん
ち
 

ぜ
ん

 雌
  化
 。

め
す
 か

●
醸
造
用
ぶ
ど
う
栽
培
状
況
及
び
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
（
農
林
課
）

　
平
年
よ
り
も
気
温
が
高
く
推
移
し
た

こ
と
、
剪
定
技
術
の
向
上
や
支
柱
へ
の

固
定
な
ど
で
枝
の
生
育
を
抑
制
し
た
結

果
、
果
実
品
質
が
良
好
と
な
り
収
穫
量

も
増
加
し
た
。

　
収
獲
し
た
ぶ
ど
う
は
民
間
ワ
イ
ナ

リ
ー
に
運
び
、
少
量
醸
造
を
試
み
、
試

作
ワ
イ
ン
を
製
造
し
た
。

　
三
杉
町
地
区
で
は
白
ワ
イ
ン
用
の
品

種
「
シ
ャ
ル
ド
ネ
」
の
苗
木
６
０
０
本

を
新
た
に
植
え
、
病
害
虫
防
除
や
株
元

の
除
草
、
支
柱
立
て
、
ワ
イ
ヤ
ー
張
り
、

枝
の
誘
引
な
ど
を
施
し
健
全
な
樹
幹
の

育
成
に
努
め
て
い
る
。

●
株
式
会
社
木
蓮
の
運
営
体
制
の
変
更

に
つ
い
て
（
商
工
観
光
労
政
課
）

　
こ
れ
ま
で
本
社
、
丘
の
駅
、
ぺ
コ
レ

ラ
の
３
部
門
で
行
っ
て
き
た
が
、
ぺ
コ

レ
ラ
部
門
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
か
ら
、

新
年
度
４
月
１
日
を
も
っ
て
木
蓮
の
枠

組
み
か
ら
独
立
す
る
。

総
務
経
済

【
委
員
か
ら
の
意
見
】

・
熊
石
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
だ
っ
た

「
あ
わ
び
養
殖
事
業
」
を
易
々
と
や
め

て
い
い
も
の
な
の
か
。

・
陸
上
養
殖
の
技
術
も
確
立
し
て
い
る

中
で
、
続
け
て
い
く
努
力
が
な
ぜ
で
き

な
い
の
か
。

【
委
員
か
ら
の
意
見
】

・
イ
ト
ウ
は
シ
ロ
サ
ケ
と
違
い
何
度
も

採
卵
で
き
る
魚
種
な
の
で
、 全
  雌
  化
 を

ぜ
ん
 め
す
 か

ね
ら
う
な
ら
ば
「
イ
ク
ラ
の
生
産
」
も

実
験
し
て
は
ど
う
か
。

品種 植付年度 植付（本） 面積（a） 収量（kg） 糖度（％）
わらび野地区
上の湯地区
三杉町地区
合　　　計

ヤマソービニオン
ヤマソービニオン
シャルドネ

－

R3～R5
R3～R5
R6
－

450
450
600
1,500

30
30
20
80

234
44

なし
278

－
－
なし

22.3

令和６年度　栽培結果

今後の栽培計画(三杉町地区)

今後の生産計画

収穫量
生産本数

ワイナリー設立等

600kg
480本
－

1,200kg
960本

基本構想策定業務

2,700kg
2,160本

4,750kg
3,800本

7,500kg
6,000本

ワイナリー実施設計業務、ワイナリー建設工事、ワイナリー稼働

10,500kg
8,400本

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

栽培規模
栽培品種

50a（計70a）
シャルドネ1,500本

70a（計140a）
ピノ・ノワール2,000本

70a（計210a）
ピノ・ノワール2,000本

70a（計280a）
グリューナ2,000本

70a（計350a）
リースリング2,000本

70a（計420a）
その他2,000本
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Ｑ　どのような活動内容ですか？
　醸造用ブドウ栽培推進委員・地域支え合い支援員、
移住定住推進員、酪農ヘルパー支援員、研修牧場支
援員、放課後児童補助員、障害者支援です。
Ｑ　収穫した葡萄はどこで醸造したのですか？
　空知管内の三笠市です。自分たちの醸造研修も含
めて引き受けていただいた。
Ｑ　醸造技術は色々あるのですか？
　発酵する時の酵母の動き、目に見えない微生物の
動きを見て、これが活動できる環境を整える管理の
仕方で、できるワインが違う。経験を重ねることで
自分の感覚が見えてくると思う。
Ｑ　地域支え合い支援員を卒業、集落支援員となる
ことで活動の変化はあるのですか？
　活動発信はしていたが、熊石で多くのイベントを
行ってきたことを継続してやっていく中で、熊石の
ＰＲ情報発信で仲間が増え、視点が広がった。熊石
で完結せず、道南でもできることをと考えている。
Ｑ　研修牧場での活動はいろんな分野があるようで
すが、すべてこなしているのですか？（研修牧場）
　基本的に朝の作業は搾乳がメイン。午前中は日替
わりで育成舎の糞・尿の処理や牛の移動をします。
　すべてのメニューをこなせてはいません。
Ｑ　放課後児童補助員として子供たちと接するにあ
たり、気を付けていることは？（放課後児童保育）
　「立ち保育」は全体を見守りながら広く目が行く
ように。「しゃがみ保育」は他に先生がいて、見守ら
れる環境にあったら一緒に遊んだりもする。男性の
保育者だからか、乗っかってきたりする子もいる。
Ｑ　障害者支援で八雲町を選んだ理由は？（障害者
支援）
　宿泊業に障害のある方が関わるのは珍しいので興
味をもっていた。そこに障害者支援の募集があった
からです。
Ｑ　協力隊を卒業し、独立されたそうですが、どん
なことをされるのですか？
　旅行業をメインとして事業展開していく予定で、
八雲町と近隣自治体でツアーを作って販売します。
　大関牧場を活用したキャンプ場、宿泊施設も活用
していきます。

Ｑ　八雲町は住みやすいですか？（全員に）
　必要なものが八雲町内でだいたい揃うので、とて
も便利です。
Ｑ　八雲町を選んだ理由は？（酪農ヘルパー支援員）
　帯広の大学で畜産や酪農を学ぶ中、八雲町の酪農
家さんの所で実習した経験から、八雲町の酪農ヘル
パーとして働きたいと思ったからです。
Ｑ　朝早くて辛くないですか？
　朝日が昇ってくるときの感じがとても好きなので
辛くないです。
・・・取材を終えて・・・
　今回の取材は、「八雲町で活動している地域おこ
し協力隊による活動報告会」終了後に行いました。
現在８名の協力隊がいますが、どんな活動をしてい
るのか知らない方が多くいます。隊員たちは独自で
ＳＮＳ等で情報発信しています。活動報告会も知る
場の１つですが、もっと知る機会を作る必要がある
と感じました。
　八雲町での起業者も誕生しました。交流の場を作
っていき、応援したいと思います。

発行／北海道八雲町議会　衣049-3192　北海道二海郡八雲町住初町138　緯0137-62-2388

この広報の製作費は、１部あたり８３．１６円です。
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　製作後は八雲町議会事務局（緯
０１３７－６２－２３８８）へご報告ください。

　
４
月
　

日
、「
議
員

１７

の
な
り
手
養
成
講
座
」

の
第
一
回
目
が
終
了
し

ま
し
た
。

　
①
議
会
の
概
要
、
②

議
員
の
報
酬
、
③
議
員

の
役
割
が
初
回
の
テ
ー

マ
。
　
５
月
は
、
　

日
（
木
）

１５

午
後
６
時
半
か
ら
選
挙

に
立
候
補
す
る
た
め
の

知
識
、
選
挙
制
度
等
に

つ
い
て
。
６
月
は
、
議

員
と
の
意
見
交
換
、
模

擬
議
会
で
す
。

『
議
員
必
携
』
を
読
み

直
し
た
り
、
『
八
雲
町

議
会
基
本
条
例
』
を
振

り
返
っ
た
り
し
て
、
私

に
と
っ
て
も
主
体
的
な

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
て
下
さ
っ
た

皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
か
ら
一

人
で
も
二
人
で
も
立
候

補
す
る
方
が
現
れ
る
な

ら
本
望
で
す
。
町
の
更

な
る
活
性
化
の
た
め
に

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
期

待
し
て
い
ま
す
！

議
会
広
報
広
聴
常
任

　
　
　
　
　
　
委
員
会

　
委
員
　
佐
藤
　
智
子

編
 集
 後
 記

　町民の皆さまの声が聞きたくて、議会を飛び出し町内の色々な団体や

サークルなどの皆さまの声を聞いてみました。

　今回は

地域おこし協力隊の皆さんです！

（後列左から）藤本衡さん、茂木真夕子さん、茂木琢磨さん
（前列左から）窪山由季子さん、相澤勘太朗さん、西桂司さん、
　　　　　　　熊嵜袖香さん


